














































































































































































制作し， 3個（2.3.4号）が完成した． 2号は鉄芯入り， 3．
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大西智和
図11排煙部2写真
図12焚口部の覆い
図13煙突 図14各部位を連結した状態
焚口部の覆い（図12）
制作した焚口部は大きく開口しているが．実際の窯は焚
口部分が狭いのが通例である．焚口部の開口の度合いが．
燃焼効率にどのくらい影響するのかを確かめるために覆
いを作成した．作成したのは焚口部分を半分程度覆うもの
で．厚さ2cmである．
煙突（図13）
煙突の有無により効率に相違があるのかを確認するため
に作成した．排煙部2に用いる場合は．煙突部と併せて奥
壁を持つ構造と見なすこともできる．煙突の高さは約IO
cm,直径は5cm程である．
他に，窯を傾けて燃焼実験を行う際にバーナーを水平に
保つための調整板なども作成した．図14は各部位を連結
した状態の写真である．
4．おわりに
どのような椛造や角度がもっとも窯の効率が良いのかを
実験的に確認する目的でミニチュア窯を制作し、その過程
と制作した窯を紹介した乾燥の過程で大きく割れてし
まったり．ひびや割れを補修する際に粘土がうまく接合し
なかったり．部位どうしを並べた際に隙間ができてしまっ
たりと，制作は思った以上に困難であった
制作した窯は実物の窯のおおよそl/10のサイズにな
ることを意図した窯の長さを変えて種々のサイズで実験
できるが，その際に天井までの高さは変えられないつま
り，短い窯で実験する場合は長い窯の場合に比べて．高さ
があり過ぎることになる． また．実際の窯は床面の角度が
部位によって変わっていることが多いが．制作した窯では
排煙部を除きすべて一定である． このように実際の窯と異
なる点は多くある
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今後はそのような相違点の取り扱いも踏まえて，排煙部
の構造や長さ， 角度を変えた燃焼実験を行うことになる．
また，人工的に風を吹き込み，風の影響についても確認し
たいと考えている． なお，実験に際しては， 同じ条件で複
数回行って正確なデータの収集に努めたい．
本研究はJSPS科研費15HO1902の助成を受けたもので
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